
ほなみ 
「 つ な が り 」 の 中 で 育 つ 

   

【 エピソード１ 】 
ある日の授業風景です。２年生が『雨のうた』という詩について感じたことを話し合っていま

した。この詩は、屋根や地面、川や花に落ちる雨の音を歌にたとえた詩です。屋根に落ちる雨音は

「とんとんとん」、子どもたちは、「固い物に降ったからだ」とか「激しく降ってる感じ」などと、雨

の様子を楽しそうに想像していました。そして、最後に花に降った雨音「しとしとしと」が取り上げ

られました。「柔らかい感じ」「優しい」などと、それぞれに感想を書き始める中、一人の子が「花っ

て雨がふるとさきやすくなるから、しとしとしとなんだと思う」と書きました。なんて素敵な感性な

んだろうとドキッとしました。私には、絶対書けないと少しうらやましく思えました。きっとこの子

は、誰かから「雨が降るとお花は咲きやすくなるんだよ」ということを聞いたのでしょう。だから、

お花と雨は仲良しだと感じているのではないでしょうか。その優

しい関係が「しとしと」という穏やかな雨音とぴったりだと感じ

たのだと思うのです。今はまだ、本人も理路整然と説明はできな

いかもしれません。しかし、その子の周りにある豊かな対話、温

かな人とのつながり、物とのつながりが、すてきな感性を育み、

人を磨いているのだと思いました。こうした学びをもっともっと

広げたいと思いながら授業を参観しました。 

 

【 エピソード2】 
先日、陣場の町内会長さんが会議の案内を届けに校長室までいらっしゃいました。要件が終わっ

た後、こんな話をしてくださいました。 

こんなエピソードを会長さんは、うれしそうな笑顔でお話ししてくださいました。聞いていた私も、

とてもいい気持ちになりました。この４人の子どもたちが、気づき、考え、そして、行動したこのエピ

ソードは、それに触れたみんなの気持ちを温めてくれました。 

世の中は、物質的には豊かになり、便利になっているのだと思います。でも、地域のつながりや自然

とのつながりを通して培われる「穏やかで豊かな心」が、ないがしろにされていないか不安になること

があります。でも、こうした子どもたちの姿にふれると、金井地区には、地域の教育力、地域の子を地

域で育てるという文化が、今もしっかりと受け継がれているのを感じます。 

歩行者道の真ん中に空き地のようになっている場所があるんです。そ

この草取りを家の者がしていると、２年生の男の子 2人が、入学前の妹

さんと友だち４人で近寄ってきて、「ごくろうさま、手伝います」と声を

かけてくれたのだそうです。「ありがとう、大丈夫だよ」と返したけれ

ど、４人は、その空き地の草取りを最後まで、ずっと手伝ってくれたのだ

そうです。家の者から「いい子たちだなあと、とても温かな気持ちにな

った」ことを、ぜひ伝えてきて欲しいと頼まれてきたんですよ。 
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【１０月の学校行事・ＰＴＡ活動・地域行事】 
 

    ８日（木）～１３日（火） 保護者個人面談（通知表配付） 

２０日（火）～２１日（水） 第６学年 修学旅行 

２２日（木） 就学時健康診断（来年度入学予定児）（児童下校 11:30） 

   ２３日（金） スポーツフェスティバルⅡ (徒競走記録会) 

２７日（火） 創立記念 スクールコンサート 

１１月 １日（日） 創立１２０周年 記念式典 

※    市教委委嘱公開研究会         （次年度に延期）  

※    市民合同音楽祭・市吹奏楽発表会    （ 中 止 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

秋の全国交通安全運動が９月 21 日（月）～30 日（水）までの期間に実施されます。 

先日、県・市・警察・地域の方と一緒に、通学路の安全点検を行いましたが、金井地区

の交通量の多さを改めて感じたところです。また、６月３０日には、山形山辺線が開通す

るなど、金井は、ますます交通の上でも要所となっています。 

こうした中、軽微なものを含め子どもの交通事故が続きました。大事には至りませんで

したが、この事態を重く捉え、再発防止への思いを強くしたところです。 

過失が無くても、事故になってしまえば受けた痛み 

は、自分で背負わなくてはいけません。もし死亡 

事故になってしまったら、何も違反していなく 

ても、どんな理由があっても、もう戻ること 

はできません。 

ですから、自分が交通ルールを破らない 

ことはもちろん、危険を察知する能力を磨 

いておかなければなりません。この力は、 

実際に道を歩いているときに「細道から自 

転車が出てきたら、ぶつかりそう」とか、 

「後ろから左折車が来るんだよな」などと、 

経験から学び、似た場面に当てはめて考えられるようになることが大切です。たった一つ

の命を守るためにも、ご家族の中でも日頃から交通ルールを話題にして、危険に気づく目

を育むことを大切にしていただければと思います。 

秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動 

創立１２０周年記念式 
 120 周年という節目の年ですので、ふさわしい事業や式典をという思いをもっ

ておりましたが、コロナ禍による制限で、なかなか思うようにできない現状に

あります。今許される範囲の中でよりよいものを模索し、次のように事業を進

めていくこととなりました。どうぞご理解とご協力をお願いいたします。 

10 月 27 日  スクール・コンサート （マリンバ＆パーカッション アンサンブル） 

11 月 １日  創立記念式典 （児童・教職員・来賓は代表数名） 

  （式典終了後） 吹奏楽・ほなみ童太鼓 保護者発表会 

※ １２０周年記念冊子の作成 

 


